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感 謝  表 彰

記念講演
　

社
会
福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
の
表

彰
、
福
祉
の
作
文
・
標
語
の
表
彰
発
表
や
、
福
祉

協
力
校
の
活
動
発
表
な
ど
、
広
く
町
民
の
方
々
へ

福
祉
の
啓
発
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
社
会
福

祉
大
会
を
玉
城
町
保
健
福
祉
会
館
で
令
和
６
年
２

月
11
日
、
開
催
し
ま
し
た
。

　
第
２
部
で
は
、
一
般
社
団
法
人 

コ
レ
カ
ラ
・
サ

ポ
ー
ト 

千
葉 

晃
一 

氏
を
お
招
き
し
、「
コ
ロ
ナ
明

け
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
ヒ
ン
ト
」
を
テ
ー
マ

に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
福
祉
の
標
語
は
「
笑
顔
（
え
が
お
）」
を

テ
ー
マ
に
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
応
募
総
数
８
０
０

点
を
超
え
る
な
か
、
厳
正
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

入
選
し
た
標
語
は
６
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
大
会
の
様
子
は
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
配

信
中
で
す
の
で
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。
玉
城
町

社
協
も
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
登
録
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

第
22
回
　
玉
城
町
社
会
福
祉
大
会

第 22 回 玉城町社会福祉大会第 22 回 玉城町社会福祉大会

〈チャンネル登録方法〉
①QRコードを読み込む
②「チャンネル登録」を
　クリック

クリック
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事
業
方
針

　
本
会
で
は
、「
笑
顔
広
が
る　
人
づ
く

り　
地
域
づ
く
り　
つ
な
が
り
づ
く
り　

の
実
現
に
向
け
て
」
を
基
本
理
念
に
、
町

民
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
の
多
様
な
主
体

と
連
携
し
、
様
々
な
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
が
、
昨

年
５
月
感
染
症
法
上
の
「
５
類
感
染
症
」

に
位
置
付
け
ら
れ
、
概
ね
こ
れ
ま
で
の
日

常
生
活
が
戻
り
、
ま
ち
や
社
会
の
雰
囲
気

は
明
る
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
多
く
の
地
域
住
民

が
参
画
し
、
人
と
人
、
人
と
資
源
が
世
代

や
分
野
を
超
え
て
つ
な
が
る
こ
と
で
、
住

民
一
人
ひ
と
り
の
暮
ら
し
と
生
き
が
い
、

地
域
を
と
も
に
創
っ
て
い
く
「
地
域
共
生

社
会
」
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
こ
の
観
点
か
ら
一
段
と
包
括

的
支
援
体
制
づ
く
り
が
急
務
と
な
り
、
本

年
度
新
た
に
、
当
会
か
ら
地
域
共
生
室
へ

子
ど
も
家
庭
支
援
事
業
へ
の
職
員
派
遣
、

ま
た
当
会
内
部
に
お
い
て
も
生
活
困
窮
者

支
援
の
た
め
職
員
の
新
規
採
用
を
行
い
ま

す
。
そ
の
う
え
で
、高
齢
者
、障
が
い
者
、

子
ど
も
や
若
者
な
ど
の
垣
根
を
越
え
た
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
、
地
域
住
民
が
お
互

い
に
支
え
合
う
こ
と
こ
そ
が
セ
ー
フ
テ
ィ

ー
ネ
ッ
ト
で
あ
り
、
そ
の
機
能
の
充
実
を

目
指
し
て
今
年
度
は
サ
ロ
ン
活
動
の
再
興

に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
介
護
・
障
が
い
者
支
援
事
業
に
お
い
て

は
、
引
き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
拡
大
防
止
に
努
め
、
ニ
ー
ズ

に
あ
っ
た
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

　
本
会
は
、
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
中
核

的
な
組
織
と
し
て
、
地
域
住
民
の
主
体
的

な
関
り
と
、
行
政
な
ら
び
に
関
係
各
団
体

の
み
な
さ
ま
の
協
力
の
も
と
地
域
福
祉
活

動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

重
点
項
目

１
、
法
人
運
営

２
、
地
域
福
祉
事
業
の
推
進

３
、
相
談
・
援
助
事
業
の
推
進

４
、
受
託
事
業
の
運
営

５
、
募
金
活
動
の
推
進

６
、
在
宅
福
祉
事
業
の
運
営

７
、
地
域
住
民
か
ら
の
ニ
ー
ズ
事
業
の
実
施

事
業
実
施
項
目

１
．
法
人
運
営

①�

法
人
運
営
の
経
営
体
制
の
強
化
を
図
り

ま
す
。

②�

会
員
制
度
の
推
進
並
び
に
会
費
の
増
強

を
図
り
ま
す
。

③�

社
会
福
祉
協
議
会
の
役
割
や
活
動
を
周

知
し
、
福
祉
活
動
へ
の
町
民
参
加
を
促

進
す
る
広
報
活
動
の
強
化
を
図
り
ま

す
。

④�

役
員
・
職
員
の
資
質
向
上
の
た
め
研
修

に
取
り
組
み
ま
す
。

⑤�

各
種
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
強
化

を
図
り
ま
す
。

２
．
地
域
福
祉
事
業
の
推
進

①〈
老
人
福
祉
活
動
事
業
〉

　

�

身
近
な
地
域
で
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
享
受

で
き
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
・
サ
ロ
ン
事
業
（
高
齢
者
サ
ロ
ン
）

　
・
安
否
確
認
（
ほ
の
ぼ
の
便
、
歳
末
援

護
事
業
（
ま
ご
こ
ろ
訪
問
））

　
・
お
風
呂
サ
ロ
ン
の
開
催

　
・
給
食
サ
ー
ビ
ス
（
第
１
，
３
日
曜
）、

配
食
サ
ー
ビ
ス
（
第
２
，
４
，
５

日
曜
）
の
実
施

　
・
安
心
配
達
事
業
の
実
施

　
・
楽
笑
会
の
開
催

　
・
ち
ょ
こ
っ
と
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

充
実

②〈
福
祉
育
成
・
援
助
活
動
事
業
〉

　

�

積
極
的
に
社
会
参
加
で
き
る
環
境
づ
く

り
に
努
め
地
域
福
祉
事
業
を
強
化
し
ま

す
。

　
・
元
気
で
す
た
ま
き
委
員
会
の
運
営

　
　
（
第
３
期
地
域
ふ
く
し
力
向
上
計
画

の
周
知
・
啓
発
、
民
生
委
員
・
福

祉
協
力
員
と
の
意
見
交
換
、
あ
い

さ
つ
運
動
（
明
る
く
声
か
け
玉
城

の
日
）、
あ
い
さ
つ
人
及
び
あ
い
さ

つ
場
所
の
拡
充
、
地
域
福
祉
座
談

会
の
開
催
、
元
気
で
す
た
ま
き
体

操
の
推
進
（
オ
リ
ジ
ナ
ル
健
康
体

操
）

　
・
車
い
す
及
び
物
品
貸
し
出
し
事
業

　
・
集
い
の
場
創
生
事
業（
サ
ロ
ン
事
業
）

の
実
施

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
育
成
事
業

　

�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
及
び
福
祉
教
育
を

推
進
し
ま
す
。

　
●�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
し
、
登
録
者

の
拡
充
と
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
活
動
の
充

実

　
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
を
開
催
し
、
意

識
の
啓
発
、
情
報
の
提
供

　
・
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
養
成
と
災
害
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
支
援
事
業
の
展
開

　
・
わ
が
町
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
の
活
動

　
●�

町
内
の
全
学
校
を
福
祉
協
力
校
に
指

定
し
、
児
童
生
徒
の
福
祉
意
識
の
高

揚
と
活
動
へ
の
積
極
的
な
参
加
促
進

を
図
り
ま
す
。

　
・
福
祉
体
験
教
室
の
開
催

　
・
福
祉
協
力
校
の
育
成
及
び
活
動
へ

の
助
成

　
・
児
童
生
徒
の
福
祉
参
画
を
促
進

④
障
が
い
児
・
者
福
祉
活
動
事
業

　

�

障
が
い
者
（
児
）
の
自
立
と
社
会
参

加
を
促
進
し
、
み
ん
な
の
理
解
を
深

め
交
流
の
輪
を
広
め
ま
す
。

　
・
た
ま
リ
ン
ピ
ッ
ク

　
・
手
話
っ
ち
カ
フ
ェ

　
・
シ
ッ
プ
ス
ハ
ー
モ
ニ
ー
＆
は
っ
ぴ
ぃ

の
開
催

　
・
ラ
イ
ブ
ス
ペ
ー
ス
勢
の
！

３
．
相
談
・
援
助
事
業
の
推
進

①
福
祉
相
談
機
能
の
充
実
強
化
を
図
り
、

　

�

関
係
機
関
と
の
連
携
の
も
と
に
問
題

解
決
に
努
め
ま
す
。

②�

生
活
福
祉
資
金
及
び
世
帯
更
生
資
金

の
有
効
活
用
を
図
り
、
低
所
得
者
世

帯
の
生
活
安
定
と
福
祉
向
上
に
努
め

ま
す
。

③�

日
常
生
活
を
営
む
の
に
支
障
が
あ
る

方
に
対
し
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

に
関
す
る
相
談
・
助
言
や
、
手
続
き
・

支
払
い
等
の
援
助
を
行
い
ま
す
。

　
・
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

４
．
受
託
事
業
の
運
営

①�

高
齢
者
福
祉
、
青
少
年
の
育
成
、
そ

の
他
公
共
的
活
動
の
移
動
手
段
と
し

た
バ
ス
運
行
を
行
い
ま
す
。

②�

住
民
の
外
出
支
援
の
た
め
の
バ
ス
運

行
を
行
い
ま
す
。（
オ
ン
デ
マ
ン
ド
方

式
に
よ
る
元
気
バ
ス
の
運
行
）

③�

各
種
福
祉
団
体
事
業
の
運
営
を
行
い

ま
す
。

　
・
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
の
運

営

　
・
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
町
身
体
障

害
者
福
祉
会
、
手
を
つ
な
ぐ
親
の

会
、
町
母
子
寡
婦
福
祉
会
、
町
遺

族
会
の
５
団
体

④�

高
齢
者
等
交
通
安
全
対
策
事
業

　
（
免
許
返
納
）

⑤
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

　
（
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
事
業
）

　
・
独
居
高
齢
者
支
援
事
業
ぴ
ん
の
会

の
開
催

⑥
生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
事
業

５
．
各
種
募
金
活
動
の
推
進

①�

日
本
赤
十
字
社
募
金
の
積
極
的
協
力
、

地
域
福
祉
活
動
の
財
源
確
保
に
努
め

ま
す
。

　
・
日
赤
募
金
（
５
月
）

②�

共
同
募
金
活
動
を
積
極
的
に
行
い
、

地
域
福
祉
活
動
の
財
源
確
保
に
努
め

ま
す
。

　
・
共
同
募
金
委
員
会
の
運
営

　
・
共
同
募
金
（
10
月
）

　
・
歳
末
助
け
合
い
募
金
（
12
月
）

　
・
三
重
の
赤
い
羽
根
共
同
募
金
百
貨

店
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
・
Ｕ
Ｍ
Ｏ
Ｕ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

③�

災
害
義
援
金
へ
の
協
力
・
活
動
を
行

い
ま
す
。

　
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
募
金
活
動

６
．
在
宅
福
祉
事
業
の
運
営

①�

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の
充

実
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
職
員
の

資
質
向
上
に
努
め
、
良
質
で
安
定
し

た
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行

い
ま
す
。

　
・
介
護
給
付
（
居
宅
・
通
所
・
訪
問
介
護
）

　
・
予
防
給
付

②�

障
害
者
総
合
支
援
法
に
基
づ
く
サ
ー

ビ
ス
提
供
体
制
の
充
実
強
化
を
図
る

と
と
も
に
、
職
員
の
資
質
向
上
に
努

め
、
良
質
で
安
定
し
た
障
害
者
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
行
い
ま
す
。

　
・
生
活
介
護
事
業
（
夢
工
房
た
ま
き
）

　
・
相
談
支
援
事
業
（
み
ら
い
）

　
・
居
宅
介
護
事
業
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ 

サ
ー
ビ
ス
）

　
・
移
動
支
援
事
業
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
）〈
地
域
活
動
支
援
町
単

独
事
業
〉

③�

安
全
安
心
な
移
送
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
ま
す
。

　
・
福
祉
有
償
運
送
事
業

７
．
ニ
ー
ズ
事
業
の
実
施

①�

地
域
住
民
の
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に

対
し
、
開
拓
性
、
創
造
性
、
即
応
性

を
も
っ
た
事
業
を
行
い
ま
す
。

　

・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の

運
営

令
和
６
年
度　

社
会
福
祉
法
人 

玉
城
町
社
会
福
祉
協
議
会 

事
業
計
画

理
念
　
～
笑
顔
広
が
る
　
人
づ
く
り
　
地
域
づ
く
り
　
つ
な
が
り
づ
く
り
　
の
実
現
に
向
け
て
～

令和６年度 玉城町社会福祉協議会収支予算

収　入
368,627千円

支　出
368,627千円 介護保険事業

（居宅介護支援・通所介護・訪問介護）
139,474千円
37.8%

寄付金・事業収入・その他
12,785千円 3.5%

法　人
56,379千円 15.3%

前期繰越
60,537千円 16.4%

介護保険収入
133,568千円 36.2%

シルバー人材センター
53,088千円 14.4%

町受託金
42,887千円 11.6%

町補助金 31,479千円 8.5%障がい福祉収入 30,641千円 8.3%

県受託金 1,511千円 0.4%

共募配分金 1,146千円 0.4%
会費 985千円 0.3%

障がい福祉事業
（生活介護・相談支援）42,849千円 11.6%

福祉バス
11,689千円 3.2%

元気バス
23,375千円 6.3%

シルバー人材センター
55,014千円 14.9%

その他の支出事業
78千円 0.1%

予備費
39,769千円 10.8%
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令和６年度 玉城町ボラン ティアセンター登録団体
　
玉
城
町
に
は
地
域
福
祉
を
推
進
し
て
い
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
を
も
っ
て
活
動

し
て
い
ま
す
が
、
地
域
ふ
く
し
力
向
上
の
た
め
に
、
強
い
絆

で
つ
な
が
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
興
味
を
持
た
れ
た
方
は
ぜ
ひ
活
動
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
記
載
の
団
体
は
直
接
ご
連
絡
い
た
だ
く
か
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、
各
団
体
へ
お

つ
な
ぎ
致
し
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
☎
５
８
￨
６
９
１
５
）

はな♪はな♪おはなし会 玉城語り部会 青色回転灯ボランティア
パトロール

玉城町おもちゃ病院

玉城町虹の会

マジックふらわぁ

健康しあわせ委員会

サポーターさくら

玉城町防災ボランティア

玉城町食生活改善
推進協議会

絵手紙サークル
ゆずりは会

　玉城町の子どもたちの豊か
な心の成長を願って、乳幼児
から小学生までを対象に、絵
本と紙芝居の読み語りをして
います。
　読み手仲間も随時募集中です。

　玉城町の歴史・文化を学ぶ
活動をしています。要望があ
れば、田丸城、熊野古道など
の案内もやっています。

　青色回転灯ボランティアパ
トロールとは？

　「安心して暮らせる町」を目指
すために、ボランティアの方々
によって構成されています。
　活動内容は、月、金曜の午後、
町の青色回転灯装着車両に乗
車し、町内を犯罪抑止・防犯
活動パトロールをしています。

　壊れたおもちゃを修理して、
子ども達に喜んでもらうと同時
に、壊れても直せば使えること
を見せて、物を大切にする気持
ちを伝えています。

　平成4年『虹の会』発足以来
・給食サービス
　（第1，第3日曜日）
・各クリーンアップ作戦
　などの参加
・介護予防事業（健康体操）の
　サポート
・夢工房のお手伝い　など
ボランティア精神に基づいた
活動を30年行っています。
　会員募集中です。ご協力お
願いいたします。

　簡単で楽しいマジックです。
福祉施設、老人会、児童館、
お祭り等で演技しています。
　いつでも、どこへでも「マ
ジックの出前」をしま～す。
　気軽にご連絡ください。
　特に準備していただくもの
はありません。

　玉城町のみなさんが健康で
いきいき生活していただける
よう、検診の受診啓発やウォー
キングイベントの計画実施、ス
クエアステップ会の開催、各
自治区での健康づくり活動の
開催などを行っています。令
和5年度からフレイルサポー
ターとしての活動も行ってい
ます。
　一緒に健康づくり・フレイル
予防活動に取り組みませんか？
　委員は随時募集中です。
【会員数】45名

　認知症サポーター養成講座
の開催、高齢者見守り声かけ
訓練、介護事業所のイベント
のお手伝い、たまきのつどい
場「協」や、介護予防事業「健
（脚）健（脳）教室」への参加、
協力を行っています。認知症
の人や家族への個別支援（チー
ムオレンジとしての活動）
[活動日時・場所 ]
毎週火・木曜日　９時～12時
　たまきのつどい場「協」
毎週金曜日　10時～11時半
　介護予防事業
　『健（脚）健（脳）教室』
　保健福祉会館
[会　員　数 ]　79名（女8：男2）
　　　　　　10歳代～80歳代
[入会条件 ]　
認知症サポーター養成講座を
受講された方
[連絡先 ]
サポーターさくら事務局
（合同会社たまきあい）
TEL58-2251

　小学４年生から中学生まで、
一般のグループや地域の方々
と一緒にポリ袋炊飯や簡易ト
イレの組み立て、防災倉庫の
見学、新聞紙スリッパづくり
や避難所運営ゲーム、タウン
ウォッチング、防災キャンプ
に至るまであらゆる防災訓練
に取り組んでいます。会員大
募集中です。

　玉城町は、伊勢地区の７市
町に含まれ、三重県全国組織
で共通のエプロン、手帳を持
ち活動しています。「私たちの
健康は私たちの手で～のばそ
う健康寿命つなごう郷土の食
～」をスローガンに地産地消
の料理や郷土食の料理教室を
通して健康づくりの知識を情
報発信し、玉城町独自で「わ
クラブ」体操も月３回実施し
て、フレイル予防しています。

　現在 11名の会員で季節の
花、野菜、歳時記等をテーマに
描いた絵手紙を、毎月約100
枚作成し、各地区の民生委員
の方を介して、独居老人の希
望される方にお届けしていま
す。これからも、「喜び」や「元
気」が伝わる絵手紙作りに努
めてまいります。
　なお、会員募集中ですので興
味のある方はご連絡ください。
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元
気
で
す
た
ま
き
委
員
会
で
は
、
み
ん

な
が
安
心
し
て
元
気
に
生
活
で
き
る
町
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
み
ん

な
が
笑
顔
に
な
る
よ
う
な「
福
祉
の
標
語
」

を
、
青
少
年
を
育
て
る
会
、
健
康
し
あ
わ

せ
委
員
会
と
共
同
し
て
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
広
く
募
集
を
行
い
ま
し
た
。
応
募

総
数
８
５
６
通
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
小
学

生
の
部
、
中
学
生
の
部
、
大
人
の
部
に
分

け
て
審
査
し
、
選
ば
れ
た
作
品
は
以
下
の

と
お
り
で
す
。

小学生の部
「おはよう」と 笑顔であいさつ
一日のはじまり
有田小６年　中山　拓真
一日のはじまりである朝に
笑顔であいさつをすると、
おたがいいい気分になります。

小学生の部
あなたの笑顔で　みんなも笑顔

外城田小６年　後藤　優苺
あなたが笑顔でいると、
回りの人も笑顔になる

小学生の部
あっぷっぷ　みんながわらうと
わたしもうれしい
田丸小１年　塩谷　陽
かぞくみんながわらってくれるとわたしも
うれしいきもちになるからです。

小学生の部
たくさんの　まぶしい笑顔
玉城町

外城田小 5 年　勝田　真叶
玉城町にはいい人や
やさしい人がいて、
ぼくは大好き
だからです。

中学生の部
ありがとう　そのひと言で
笑顔になる
玉城中１年　松本　悠作
自分もありがとうといわれた時 笑顔にな
ったから

中学生の部
みんながね　笑顔でいると
うれしいね
玉城中１年　中村　心優
みんなが笑顔だと、
自分も笑顔になるから
うれしくなる思い

中学生の部
いつでも　どこでも
だれとでも　笑顔でいよう
玉城中３年　西川　論
人と接するとき、人の前で発表するとき、
いつどんなときでも笑顔でいれば、良好
な関係を築いたり、成功を導いたりでき
るから。

中学生の部
町民の方たちと

「笑顔」でつながっていく
あいさつリレー
玉城中 3 年　神野　みずき
毎朝、私は通る人に必ずあいさつをしてい
ます。あいさつをかえしてもらったとき、
とても気持ちがうれしくなります。あいさ
つは連鎖します。魔法にかけられたように
沢山の人の気持ちがつながっていくこの玉
城町はすごいと思います。

大人の部
にっこりと　交わす笑顔が
創る未来
小林　正幸
見知らぬ人同士であっても、微笑み合いの
あいさつは、地域社会の繋がりや温もりを
感じさせてくれました。その時の様子を思
い出して書きました。

大人の部
あなたが笑えば　みんなにつながる
笑顔の輪
杉木　愛梨
一人の笑顔はみんなを笑顔に
するパワーがあります。

大人の部
にっこりで　みんなの心が
結ばれる
江藤　槙祐
マスクの着用が緩和されたので、顔が見え
るようになった事から笑顔が色々なところ
でみられたらいいなと思い作りました。
　

大人の部
笑顔であいさつ
誰でもできる　二刀流

西浦　美歩
子どもと遊んでいる時に、私が笑顔をみせ
ると子どもも必ず笑ってくれます。笑顔は
波及して、幸せな気持ちにさせてくれます。
笑顔であいさつをして嫌な気持ちになる人
はいないと思います。笑顔であいさつをす
る事で誰かが幸せな明るい気持ちになって
くれたらすごいなと。そして、大谷選手し
かできないような事ではなく、誰でもでき
る事なので、みんなの意識が向けば良いな
と思って作りました。

※元気ですたまき委員会とは…
　社会福祉協議会が設置する地域福祉を
推進する委員会です。

※健康しあわせ委員会とは…
　保健福祉課が設置する町民への健康づ
くりを啓発する委員会です。

※青少年を育てる会とは…
　次代の郷土を担う青少年の健全育成を
図ることを目的とする団体です。

福
祉
の
標
語
　
入
選
作
品

テーマ
「
笑
顔
（
え
が
お
）」

大 賞　　　〈敬称略〉

元気ですたまき委員会賞　　　〈敬称略〉

青少年を育てる会賞　　　〈敬称略〉

健康しあわせ委員会賞　　　〈敬称略〉
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水消火器訓練の様子

簡易トイレ設置体験

ボッチャを楽しむみなさん

たまき人
びと

バンド リハビリ BAND

　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
や
津
波 

、
頻
発
す

る
台
風
や
局
地
的
大
雨
等
の
自
然
災
害
か

ら
自
分
自
身
を
守
る
た
め
に
、
体
験
型
防

災
学
習
を
通
し
て
、
防
災
の
知
識
を
身
に

付
け
る
こ
と
を
目
的
に
１
月
13
日
の
夕

方
、
町
保
健
福
祉
会
館
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

で
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
主
催
の
防
災
キ
ャ

ン
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
防
災
ク
ッ
キ
ン
グ
等
の
日
帰
り
コ
ー
ス

が
４
名
、
そ
の
後
、
実
際
に
寝
泊
ま
り
す

る
宿
泊
コ
ー
ス
に
13
名
、
合
計
17
名
の
方

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
防
災
ク
ッ
キ
ン
グ
に
は
鳥
羽
で
活
躍
す

る「
子
育
て
応
援
‼
０
１
２
３
サ
ー
ク
ル
」

の
山
本
道
子
さ
ん
、
岡
村
純
子
さ
ん
を
講

師
と
し
て
お
招
き
し
、
ポ
リ
袋
を
使
用
し

簡
単
に
で
き
る
レ
シ
ピ
を
教
え
て
い
た
だ

き
実
際
に
調
理
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者

か
ら
は
「
ビ
ニ
ー
ル
袋
で
も
ご
飯
が
炊
け

る
の
は
初
め
て
知
っ
た
」「
思
っ
た
以
上

に
お
い
し
か
っ
た
」
な
ど
の
声
が
上
が
り

ま
し
た
。

　
宿
泊
コ
ー

ス
の
方
は
ク

ッ
キ
ン
グ
の

後
、
防
災
講

座
と
し
て
、

水
消
火
器
訓

練
と
ロ
ー
プ

ワ
ー
ク
、
簡

易
ト
イ
レ
設

置
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
寝
る
準
備
を
行
い
、
22
時
消

灯
。
初
め
て
会
う
人
同
士
が
同
じ
場
所
で

寝
る
と
い
う
非
日
常
的
な
体
験
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
翌
日
６
時
起
床
。
ラ
ジ
オ
体
操
で
身
体

を
起
こ
し
、
朝
食
に
は
非
常
食
の
ア
ル
フ

ァ
米
を
食
べ
、
宿
泊
し
て
感
じ
た
こ
と
を

み
ん
な
で
共
有
し
て
終
了
し
ま
し
た
。

　
住
民
へ
の
防
災
意
識
向
上
の
た
め
、
健

康
し
あ
わ
せ
委
員
会
を
対
象
に
防
災
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
２
月
19
日
、
防
災
体
験
を
行

い
ま
し
た
。

　
防
災
体
験
の
内
容
は
、
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

袋
を
使
用
し
た
ポ
リ
袋
炊
飯
、
簡
易
ト
イ

レ
設
置
体
験
、
新
聞
紙
ス
リ
ッ
パ
づ
く
り

で
す
。

　

参
加
者
は
「
日
常
的
に
あ
る
も
の
を

使
っ
て
、
自
分
の
身
を
守
れ
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
よ
か
っ
た
」
と
い
う
声
が
あ

り
ま
し
た
。

　

今
後
も
防

災
意
識
向
上

の
た
め
に
活

動
に
取
り
組

ん
で
い
く
予

定
で
す
。

　
お
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
を
対
象
に
、

世
代
間
交
流
と
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
２
月
６
日
、
下
外
城
田
小
学
校
３
年
生

15
名
が
高
齢
者
を
出
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
に
よ
る
音
読
発
表
「
モ

チ
モ
チ
の
木
」
か
ら
始
ま
り
、
リ
コ
ー

ダ
ー
な
ど
を
使
っ
た
音
楽
発
表
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
人
権
擁
護
委
員
の
方
に
協
力

い
た
だ
い
た
ボ
ッ
チ
ャ
は
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　

高
齢
者
の
方
か
ら
は
「
久
し
ぶ
り
に

子
ど
も
達
と
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
、
楽
し

か
っ
た
。」
と
い
う
声
も
あ
り
、
終
始
楽

し
く
笑
顔
が
絶
え
な
い
交
流
会
と
な
り

ま
し
た
。

　
音
楽
を
通
じ
、
玉
城
町
の
人
た
ち
が
つ

な
が
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
２
月
11

日
、
た
ま
き
人び

と

あ
つ
ま
れ
！ 

冬
の
音
楽

祭
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

玉
城
わ
か
ば
学
園 

和
太
鼓
ク
ラ
ブ
、

リ
ハ
ビ
リ
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｄ
、
た
ま
き
人び

と

バ
ン
ド

が
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
テ
ー
ジ
で
音
楽
を
披
露

し
、会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

真
冬
の
防
災
講
座
＆
避
難
所

宿
泊
体
験　
防
災
キ
ャ
ン
プ
開
催

楽
笑
会 

in 

下
外
城
田
小
学
校

健
康
し
あ
わ
せ
委
員
会
を
対
象
に

　
防
災
体
験

た
ま
き
人び

と

あ
つ
ま
れ
！冬

の
音
楽
祭

地
域
で
楽
し
く
笑
顔
の
交
流
会



明るく声かけ玉城の日（毎月第 3 火曜日）家庭・地域・学校・職場　いつでも・どこでも・だれとでも　あいさつの輪を広げていきましょう。

日　時／令和６年６月２日（日）　10：00 ～ 14：00
　　　　（雨天決行）

場　所／玉城町保健福祉会館

ご寄付いただいた方のご紹介

『福祉・保育のおしごと相談』

ご寄付ありがとうございました。（1月～3月）

　福祉のイベントとして地域の方々に楽しく、また身近に福祉・
ボランティアの大切さを感じていただくことを目的に開催します。
・福祉施設・ボランティアの活動啓発
・地域でのさまざまな活動のPR
・スタンプラリー　ほか

　伊勢農業協同組合様より
1月25日、食料品をご寄付
いただきました。
　今後、生活困窮者支援や
地域福祉活動に役立ててい
きたいと思います。
　ご寄付いただきありがとうございました。

令和６年能登半島地震義援金募金を
下記の通り日本赤十字社を通じ募金
いたしましたので、ご報告いたしま
す。皆様のご協力心より感謝申し上
げます。

１月分　158,527円
２月分　239,999円
３月分　　26,449円

福祉・保育の仕事に興味のある方、就労をお考えの方、気軽にご相談ください。
（相談無料・予約優先）
会　場：ハローワーク伊勢
日　時：毎月第３水曜日　9：30～12：00
【予約・お問合せ】
　三重県社会福祉協議会　三重県福祉人材センター
　TEL：059-224-1082

阪井昌子様…………………………… 10,000円
匿名　　様……………………………… 5,000円
元気バス募金箱………………………106,563円

なんでも相談（予約不要）
【日　時】毎月10日、30日　13：00～15：00
【場　所】玉城町保健福祉会館にて
【相談員】民生児童委員、人権擁護委員、行政相談員

元気ですたまきまつり
～ あつまれ元気なたまき人

び と

 ～

身近な社協の相談窓口ご案内

玉城町社会福祉協議会の
情報を発信中！！

ホームページ YouTubeチャンネル フェイスブック


